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八
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え
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提

起
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つ

い
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右

の

議

案

を

提
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す
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。

 

   
 

令
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六
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一

月
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二

日
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

提
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者
 

 

江

戸

川

区

長
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訴

え

の

提

起

に

つ

い

て

 

 
左

記

の

と

お

り

訴

え

を

提

起

す

る

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

記

 

一

 

訴

訟

の

相

手

方

 
 
 

被

告

 
交

通

事

故

の

一

方

当

事

者

 

二

 

事

件

の

概

要
 

江

戸

川

区

（

以

下

「

区

」

と

い

う

。

）

は

、

区

で

生

活

保

護

を

受

給

す

る

者

（

以

下

「

本

件

受

給

者

」

と

い

う

。

）

が

、

交

通

事

故

で

負

傷

し

た

こ

と

か

ら

、

本

件

受

給

者

に

生

活

保

護

法

（

昭

和

二

十

五

年

法

律

第

百

四

十

四

号

）

に

基

づ

く

医

療

扶

助

を

支

給

し

、

交

通

事

故

発

生

直

後

か

ら

症

状

固

定

ま

で

に

合

計

で

六

百

八

万

八

千

七

百

十

円

を

支

弁

し

た

。

 

生

活

保

護

法

第

七

十

六

条

の

二

の

規

定

は

、

医

療

扶

助

を

支

給

し

た

事

由

が

第

三

者

の

行

為

に

よ

っ

て

生

じ

た

と

き

は

、

支

弁

し

た

保

護

費

の

限

度

に

お

い

て

、

生

活

保

護

受

給

者

が

第

三

者

に

対

し

て

有

す

る

損

害

賠

償

の

請

求

権

を

取

得

す

る

旨

定

め

て

い

る

こ

と

か

ら

、

区

は

、

本

件

受

給

者

が

、

交

通

事

故

の

一

方

当

事

者

（

以

下

「

本

件

相

手

方

」

と

い

う

。

）

に

対

し

て

有

す

る

損

害

賠

償

の

請

求

権

を

、

右

記

の

金

額

の

限

度

で

取

得

し

た

。

 

本

件

受

給

者

は

、

本

件

相

手

方

を

被

告

と

し

て

損

害

賠

償

を

求

め

る

訴

訟

（

以

下

「

基

本

事

件

」

と

い

う

。

）

を

既

に

提

起

し

て

い

る

こ

と

か

ら

、

区

は

、

本

件

相

手

方

に

対

し

、

損

害

賠

償

金

の

支

払

を

求

め

る

た

め

、

民

事

訴

訟

法

（

平

成

八

年

法

律

第

百

九

号

）

第

四

十

七

条

第

一

項

の

規

定

に

基

づ

き

、

基

本

事

件

に

当

事

者

と

し

て

参

加

す

る

申

出

を

行

う

も

の

で
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あ

る

。

 

三
 

訴

え

の

内

容

 

 
 

区

は

、

被

告

に

対

し

、

損

害

賠

償

金

六

百

八

万

八

千

七

百

十

円

及

び

遅

延

損

害

金

の

支

払

を

求

め

る

訴

え

を

提

起

す

る

。

 

四

 

訴

訟

遂

行

の

方

針

 

 
 

本

訴

訟

に

お

い

て

、

必

要

が

あ

る

場

合

は

、

和

解

及

び

上

訴

を

す

る

こ

と

が

で

き

る

も

の

と

す

る

。

 

   

（

説

明

）

 

 

訴

え

を

提

起

す

る

必

要

が

あ

る

の

で

、

地

方

自

治

法

（

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

六

十

七

号

）

第

九

十

六

条

第

一

項

第

十

二

号

の

規

定

に

基

づ

き

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。

 


